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関根　清隆
意欲的に知恵を出し合って
2�課題としては、①財政の悪化
でお金がない、②高齢化で人
口は自然減少、③企業誘致で
きない、④空き家問題、⑤行
政の弱体化（職員削減・人材・
起業家精神不足）、等々。結局、
課題の根源は『行政の取り組
み方次第』ではないか。将来
のために、町職員と議員は意
識改革に取り組み、意欲的に
知恵を出し合って、課題を解
決する道を切り開かなければ
ならない。

石井　徹
一般財源の確保策を
1�昨年の議員視察研修で、訪問
した茨城県の境町の先進的な
取り組みには、驚きだけでし
た。鳩山町でも何とかしなけ
ればの思いを抱きました。

2�財政健全化の中でも一般財源
の確保策です。企業誘致、生
産年齢層の移住促進、ふるさ
と納税、公の施設の利活用、
公有財産の処分など、一朝一
夕にはできないのでスピー
ディに取り組むことが最重要
課題。

松浪　健一郎
ふるさと納税をしっかりと
1�境町に視察に行ったこと。町
長が違うと、こんなに町が活
性化するのか。鳩山町にない
もの全てがそこにあり、ふる
さと納税を活用して財政面も
クリアしていました。

2�財政状況は危機的。箱物に掛
かる借金と毎年の経費が財政
面を圧迫し続ける。行政サー
ビスの低下は避けられない。
境町のように、ふるさと納税
に取り組み、取られた税金を
取り返す。倍返し？（笑）

森　利夫
企業誘致を
1�平成25年１月から７月に執
行された入札は、最低制限価
格と差が殆どなく、端数のな
い価格で落札されました。小
中学校プール改修工事費（４
校平均請負額約１億3000万
円）はプラス５～ 10万円。
中央公民館耐震等工事、中学
校体育館改修工事（いずれも
請負金額9000万円）はプラ
ス10万円と20万円。

2�町の財政が最重要課題です。
歳入が増える企業誘致等を進
めるべきです。

小川　唯一
攻めの施策を町民と共に
1�先進地視察研修により鳩山町
の進んでいる所、遅れている
所が確認できました。

2�財源確保策・人口減少解消法
として、産業のクラスター化
を計り、活性化を考えていく
ことが必要。特に、従来のよ
うな、待ちの企業誘致策では
なく、攻めの施策を町民と考
えていく。町の資源を最大限
に活かし、鳩山町らしい町づ
くりをすること。

野田　小百合
自然と文化をいかして
1�昨年12月に太陽光発電施設
設置要綱にかかる請願が提出
され、採択されました。

　�本年２月には請願の趣旨を盛
り込み、要綱が改正されまし
た。住民が声をあげれば、町
は変わります。現要綱では不
充分ですから、さらに一緒に
考えていきましょう。

2�鳩山町の魅力である心癒やさ
れる自然と文化を守り、まち
づくりをすすめること。

12人の議員にアンケート
1これまでの議員活動で一番印象深かったこと
2鳩山町　これからの最も重要な課題

議会だより 150号記念

はとやま 過去・現在そして未来へ！

目
を
見
張
る
境
町
の
財
源
開
拓



はとやま議会だよりNo.150　23　はとやま議会だよりNo.150

中山　明美
防災・減災対策を
1�東日本大震災の当日、今まで
に経験のない揺れに驚き、近
隣の無事を確認し、役場に向
かいました。津波の映像に愕
然とし、祈る思いで見つめて
いました。

2�台風、地震。いつ、どのよう
な災害があるか、わかりませ
ん。防災・減災対策が重要で
す。「生命を守る」普段の準備・
取り組みも重要と思っていま
す。

小鷹　房義
少子高齢化対策を
1�越生町、ときがわ町は2町で
の研修を行っていましたが、
鳩山町も参加して、３町合同
の議員研修会が発足しまし
た。

2�現在、少子高齢化に向けて、
どのような政策を投じ、進め
ていくのか。

　�またその財源の確保をどうす
るか。

　農家への支援が重要な時。

日坂　和久
デマンド運行の充実を
1�鳩山町の懸案のひとつは、交
通の不便さの解消です。平成
21年度から実証運行が開始
されたデマンドタクシーは、
今では町民の皆さんに定着し
た公共交通になっています。
デマンドタクシー運行のため
の協議会に参加させていただ
き、実現に至ったことです。

2�町外、土日運行の要望が寄せ
られています。課題は把握で
きていますので、早期解消・
実現を求めます。

根岸　富一郎
議会が町行政をただす
1�「議会改革」で「どうしたら
議会と住民が身近になるか」
等、他の議員と協力し、やっ
てきました。

2�「議会がどうしたら町行政を
ただしていけるか」が課題で
す。

　�私も「住民にとって議会とは
何か」「町行政はどう住民の
心をとらえているか」「住民
の要求は何か」「どうすれば
町が住みよくなるか」など、
「党の議員」を増やすことと
共に頑張ります。

大賀　広史
健全な財政運営を
1�「どうする鳩山町議会！ ?活
性化協議会」を立ち上げ、議
員が歩いて聞いた町民アン
ケート及び議会報告会の開催
等を実施。議員定数の削減を
実現、無投票にならず、結果
を出せたこと。

2�補助金ありきでハコモノ整備
を進め、財政が厳しくなるば
かり。町民１人当たりが背負
う借金は48万円と、５年間
で10万円以上の増加。借金
先送りの財政運営にモノ申
す！

石井　計次
自主財源の確保を
1�令和２年３月議会では、新年
度予算案の採決は賛成６、反
対５と過去記憶に無い拮抗し
た結果でした。反対理由は多
額の起債（借金）です。賛成
議員にあっても新年度「全て
の町事業を停止できない」ま
さに苦渋の選択の場面もあり
ました。

2�発展的かつ持続可能なまちづ
くりのため、企業誘致の推進
等、自主財源の確保策が喫緊
の課題と考えます。

さらに議会の責務を果たせる議会に！！
議長　石井計次

　昭和57年に議会だより第１号が発刊さ
れ、37年が経過し、この度150号となり
ました。
　私は議員の政策立案力向上のための勉
強会発足を提案し、取り組んでいます。
　議員１人１人の更なる資質の向上と共
に、議会として二元代表制の責務を担っ
てまいります。
　皆様のご協力とご意見を賜りますよう
お願い申し上げます。
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54億円はどう使われた？

問　

ご
み
焼
却
施
設
整
備
の

地
元
対
策
費
８
億
円
の
う
ち
、

２
億
円
が
交
付
さ
れ
た
が
、

ど
の
事
業
に
い
く
ら
充
当
し
、

事
業
費
用
の
総
額
等
、
詳
細

に
つ
い
て
議
会
に
報
告
を
。

答　

改
め
て
資
料
を
作
成
し
、

各
事
業
の
報
告
を
行
う
。

問　

ふ
る
さ
と
納
税
が
大
幅

に
増
加
し
て
い
る
が
、
実
質

収
支
は
い
か
が
か
。

答　

返
礼
品
業
務
委
託
料
や
、

町
か
ら
流
出
し
て
し
ま
っ
た

税
を
差
し
引
く
と
若
干
の
マ

イ
ナ
ス
だ
が
、
一
昨
年
は
５

０
０
万
円
の
マ
イ
ナ
ス
だ
っ

た
。
令
和
２
年
度
は
プ
ラ
ス

に
な
る
よ
う
、
努
力
す
る
。

問　

町
内
循
環
バ
ス
の
利
用

状
況
が
低
迷
し
て
い
る
。
改

善
点
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
で

対
応
で
き
る
ほ
ど
の
利
用
者

数
だ
。
町
の
公
共
交
通
全
体

を
考
え
、
地
域
公
共
交
通
会

議
で
協
議
を
し
て
い
く
。

令
和
元
年
度

一
般
会
計
決
算

歳
　
入

歳
　
出

令和元年度一般会計決算を認定
上熊井農産物直売施設完成

　

令
和
２
年
第
３
回
定
例
会
が
、
９
月
１
日
か
ら
11
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

提
出
議
案
は
、
条
例
の
制
定
に
関
す
る
も
の
２
件
、
指
定
管
理
者
の
指
定
が
１

件
、
令
和
元
年
度
一
般
会
計
等
の
決
算
認
定
が
８
件
、
令
和
元
年
度
水
道
事
業

会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分
が
１
件
、
令
和
２
年
度
一
般
会
計
等
の
補
正

予
算
の
議
定
が
４
件
、
工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
の
締
結
が
１
件
、
人
事
に

関
す
る
も
の
２
件
、財
産
の
取
得
に
関
す
る
も
の
１
件
の
20
議
案
で
、全
て
可
決
・

認
定
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
議
員
発
議
が
１
件
提
出
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

請
願
が
１
件
提
出
さ
れ
、
反
対
多
数
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

第３回定例会

問　

電
力
会
社
は
選
べ
る
時

代
だ
が
、
町
の
契
約
す
る
電

力
会
社
に
つ
い
て
は
、
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
削
減
な
ど
、

環
境
に
配
慮
し
た
選
定
を
し

て
い
る
か
。

答　

安
定
供
給
と
コ
ス
ト
面

を
重
視
し
て
き
た
が
、
今
後

は
更
に
環
境
面
も
配
慮
し
た

契
約
を
考
え
て
い
き
た
い
。

問　

総
合
相
談
支
援
事
業
は

新
し
く
始
め
た
事
業
だ
が
、

ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
か
。

答　

精
神
保
健
福
祉
士
な
ど
、

専
門
の
職
員
を
配
置
し
て
い

る
が
、
解
決
が
難
し
い
相
談

も
あ
る
。
相
談
者
の
希
望
を

し
っ
か
り
聞
き
な
が
ら
、
改

善
し
て
い
き
た
い
。

問　

相
談
者
の
思
い
を
受
け

止
め
、
か
つ
支
援
員
の
負
担

を
軽
減
す
る
町
の
体
制
が
必

要
で
は
な
い
か
。

答　

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応

し
て
い
る
が
、
再
相
談
も
多

く
、
今
後
も
相
談
件
数
は
増

え
る
と
予
想
さ
れ
る
。
関
係

機
関
や
団
体
と
も
連
携
し
、

相
談
者
と
と
も
に
、
解
決
方

法
を
探
し
て
い
き
た
い
。

問　

学
童
保
育
委
託
料
は
、

今
宿
小
と
鳩
山
小
の
２
つ
の

学
童
施
設
の
保
護
者
会
に
委

託
し
て
い
る
。
来
年
の
４
月

か
ら
は
亀
井
小
に
隣
接
し
て

整
備
し
て
い
る
、
泉
井
交
流

体
験
エ
リ
ア
の
中
に
、
今
宿

小
の
お
し
ゃ
も
じ
山
ク
ラ
ブ

の
分
室
と
し
て
、
亀
井
小
の

学
童
を
開
設
す
る
わ
け
だ
が
、

準
備
等
、
開
設
に
間
に
合
う

か
。

答　

保
護
者
会
で
は
、
亀
井

地
区
の
分
科
会
を
設
置
し
て

お
り
、
相
談
を
し
な
が
ら
進

め
て
い
る
。
施
設
整
備
は
、

単
年
度
の
補
助
金
を
受
け
て

お
り
、
今
年
度
内
に
完
了
予

定
だ
。

利
用
者
が
減
少
し
て
い
る

町
内
循
環
バ
ス

総
合
相
談
支
援
窓
口
で
は
課
題

を
ま
と
め
て
相
談
で
き
ま
す

来
年
度
亀
井
地
区
に
開
設

さ
れ
る
児
童
交
流
館

問

問

問問

問

問 答答

答答

答

問

答

答
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相
変
わ
ら
ず
町
民
の
生
活

や
暮
ら
し
向
き
は
悪
く
、
社

会
保
障
の
た
め
の
消
費
税
も

思
う
よ
う
に
入
っ
て
き
て
い

な
い
。
そ
ん
な
中
で
も
障
が

い
者
福
祉
は
き
め
細
や
か
な

施
策
を
望
む
。
休
止
し
て
い

る
入
浴
施
設
が
使
え
ず
、
町

外
の
施
設
を
使
用
し
て
い
る

町
民
に
補
助
を
検
討
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
上
熊
井
農
産

物
直
売
施
設
の
運
営
に
つ
い

て
は
運
営
す
る
業
者
、
地
元

農
業
者
を
交
え
て
進
め
る
べ

き
だ
っ
た
。　
　
　
　

(

根
岸)

　

決
算
審
議
は
、
町
の
事
業

が
適
切
か
つ
有
効
に
実
施
さ

れ
た
か
ど
う
か
を
検
証
す
る

も
の
。
建
築
確
認
の
遅
れ
に

よ
り
泉
井
集
落
セ
ン
タ
ー

は
年
度
内
に
完
了
で
き
ず
、

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
・
と
ち
の
き

通
り
等
の
歩
道
整
備
も
完
了

で
き
な
か
っ
た
。
町
の
報
告

書
に
は
事
業
の
改
善
点
が
ほ

と
ん
ど
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、

反
省
が
な
い
の
で
、
次
年
度

予
算
に
活
か
さ
れ
な
い
。
身

の
丈
を
超
え
た
財
政
運
営
に

も
問
題
が
あ
る
。　
　

(

大
賀)

〈
反
対
討
論
〉

問　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

管
理
代
行
料
は
、
入
浴
施
設

を
休
止
し
た
た
め
、
減
額
と

な
っ
た
が
、
入
浴
施
設
を
利

用
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
で

困
っ
て
い
る
町
民
が
い
る
。

答　

入
浴
施
設
の
休
止
に
よ

り
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
て
い
る
。
近
隣
の
施
設
を

利
用
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
が
、
今
後
は
休
止
の
状

況
を
ど
う
す
る
か
、
検
討
し

て
い
く
。

問　

上
熊
井
農
産
物
直
売
施

設
は
建
物
が
完
成
し
、
現
在

は
外
構
工
事
を
進
め
て
い
る

が
、
指
定
管
理
者
の
応
募
が

１
件
も
な
か
っ
た
た
め
、
町

は
半
年
の
延
期
を
早
々
に
決

め
た
。
こ
の
件
に
つ
い
て
、

直
売
施
設
運
営
検
討
委
員
会

は
開
催
し
た
の
か
。

答　

任
期
は
令
和
元
年
度
い

っ
ぱ
い
。
設
置
目
的
が
達
成

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
開
催
は

し
て
い
な
い
。

問　

検
討
委
員
会
と
指
定
管

理
候
補
者
を
含
め
て
検
討
す

べ
き
だ
っ
た
の
で
は
。

答　

委
員
会
の
設
置
当
初
は
、

指
定
管
理
者
制
度
で
運
営
す

る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
も

検
討
事
項
だ
っ
た
。

問　

避
難
行
動
要
支
援
者
シ

ス
テ
ム
保
守
委
託
料
と
は
。

答　

要
支
援
者
名
簿
の
作
成

と
登
録
情
報
の
管
理
だ
。

問　

地
域
で
自
主
防
災
組
織

を
計
画
し
て
い
る
町
内
会
等

に
、
情
報
提
供
を
検
討
で
き

な
い
か
。

答　

民
生
委
員
と
は
連
携
を

し
て
い
る
が
、
町
内
会
等
へ

の
情
報
提
供
に
つ
い
て
は
、

法
的
に
可
能
か
と
い
う
こ
と

も
含
め
て
検
討
し
た
い
。

令和元年度一般会計決算（歳出） 令和元年度一般会計決算（歳入）

※その他は地方譲与税、繰越金、財産収入などです。
※万円未満四捨五入のため、構成比が合わない場合があります。

※その他は商工費、災害復旧費、労働費などです。
※万円未満四捨五入のため、構成比が合わない場合があります。

問　

た
め
池
耐
震
性
点
検
調

査
の
結
果
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

答　

元
年
度
は
５
箇
所
調
査

を
実
施
し
、
３
箇
所
に
つ
い

て
堤
体
の
安
全
基
準
値
を
下

回
る
結
果
が
出
て
い
る
。
今

後
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ

て
い
く
か
を
検
討
し
、
議
会

に
も
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

問　

県
道
岩
殿
岩
井
線
の
整

備
に
関
し
て
、
県
か
ら
委
託

を
受
け
て
実
施
し
て
い
る
用

地
交
渉
が
遅
れ
て
い
る
よ
う

だ
が
、
重
郎
橋
の
架
け
替
え

を
含
む
道
路
改
良
工
事
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

答　

用
地
取
得
に
不
測
の
日

数
を
要
し
て
い
る
。
現
時
点

で
は
、
令
和
５
年
度
の
完
成

は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
資

金
の
取
り
崩
し
が
続
い
て
い

る
が
、
い
ず
れ
資
金
が
枯
渇

し
た
場
合
、
給
食
費
の
値
上

げ
は
あ
る
の
か
。

答　

今
す
ぐ
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
が
、
食
材
費
の
高
騰

も
あ
り
、
い
ず
れ
は
考
え
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
の
際

は
丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
。

問　

昨
年
の
台
風
被
害
で
通

行
止
め
と
な
っ
た
町
道
52
号

線
復
旧
工
事
は
、
６
０
０
０

万
円
も
か
け
て
復
旧
し
た
の

に
１
ヶ
月
で
法
面
が
崩
れ
た
。

設
計
か
施
工
に
不
備
が
あ
っ

た
の
か
、
検
査
に
問
題
は
。

今
後
ど
う
対
処
す
る
の
か
。

答　

設
計
・
施
工
に
問
題
な

く
、
検
査
も
適
正
だ
っ
た
。

こ
れ
か
ら
は
原
因
の
調
査
を

進
め
、
議
会
に
報
告
し
た
い
。

地
域
で
防
災
計
画
を

町税

地方交付税

町債

国庫支出金

県支出金

繰入金

分担金及び負担金

地方消費税交付金

ゴルフ場利用税交付金

諸収入

その他

30.7%

22.6%

10.3%

9.0%

7.4%

4.3%

4.0%

3.8%

1.6%

1.6%

4.8%

17億6,617万円

13億335万円

5億9,334万円

5億1,766万円

4億2,405万円

2億4,933万円

2億3,019万円

2億1,836万円

9,182万円

9,008万円

2億7,756万円

総務費

民生費

公債費

土木費

教育費

衛生費

消防費

農林水産業費

議会費

その他

28.2%

27.5%

9.5%

9.2%

7.2%

6.6%

5.4%

3.5%

1.6%

1.4%

15億2,954万円

14億9,226万円

5億1,440万円

4億9,850万円

3億9,122万円

3億5,795万円

2億9,353万円

1億8,856万円

8,498万円

7,468万円

答答 問

問

問 問

問問

問問 答

答答

答答

答

問答
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令
和
元
年
度

特
別
会
計
決
算

国
民
健
康
保
険
事
業

問　

国
保
税
は
平
成
29
年
度

に
引
き
上
げ
す
ぎ
た
せ
い
で
、

不
用
額
が
生
じ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。

答　

県
の
基
準
に
合
わ
せ
て

計
算
し
て
上
げ
た
経
緯
が
あ

る
。
保
険
事
業
等
を
し
っ
か

り
実
施
し
て
い
る
の
で
、
交

付
金
が
増
え
て
い
る
。

問　

基
金
額
が
３
億
円
以
上

あ
る
。
保
険
料
を
下
げ
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

答　

次
期
の
高
齢
者
福
祉
総

合
計
画
を
策
定
す
る
際
に
、

委
員
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

決
定
し
て
い
き
た
い
。

　

令
和
元
年
度
か
ら
低
所
得

者
に
対
す
る
保
険
料
軽
減
が

始
ま
っ
た
事
は
評
価
で
き
る
。

介
護
保
険
料
は
、
他
市
町
と

比
較
す
る
と
、
少
し
低
い
と

は
言
え
、
基
金
３
億
円
は
貯

め
す
ぎ
。
す
ぐ
に
で
も
保
険

料
を
下
げ
る
べ
き
。(

根
岸)

介
護
保
険
事
業

〈
反
対
討
論
〉

令和元年度特別会計歳入歳出決算及び水道事業会計決算の状況
名　　　称 歳入決算額 歳出決算額 差引額

国民健康保険事業 20億83万円 18億9,891万円 1億192万円
後期高齢者医療事業 2億3,932万円 2億3,859万円 73万円
介護保険事業 12億7,860万円 12億1,747万円 6,113万円
今宿東土地区画整理事業 1億1,521万円 1億1,461万円 60万円
農業集落排水事業 4,012万円 3,966万円 46万円
浄化槽設置管理事業 2,185万円 2,017万円 168万円

水道事業
損益収支（税抜き） 2億6,694万円 2億6,518万円 176万円
資本的収支（税込み） 79万円 6,379万円 ※1�△6,300万円

※�　金額は万円未満
四捨五入

※�1　過年度からの
留保資金などで補
てんされました。

条
例
の
改
正

　

指
定
管
理
者
に
引
き
続
き
、

株
式
会
社
ア
ー
ル
・
エ
フ
・

エ
ー
を
指
定
す
る
。

問　

今
年
度
の
管
理
料
が
３

８
０
万
円
か
ら
５
６
３
万
円

に
大
幅
増
額
に
な
っ
て
い
る

が
、
そ
の
理
由
は
。

答　

こ
れ
ま
で
の
実
績
値
に

よ
り
１
５
０
万
円
の
増
額
見

直
し
を
し
て
募
集
し
た
。

問　

空
き
家
バ
ン
ク
業
務
に

つ
い
て
、
今
後
の
取
り
組
み

は
。

答　

指
定
管
理
者
が
宅
建
業

の
資
格
を
得
て
サ
ポ
ー
ト
を

考
え
て
い
る
。

問　

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
工
事

に
約
２
０
６
万
円
を
計
上
し

て
い
る
が
、
現
状
に
お
け
る

盗
難
等
の
被
害
状
況
は
。

答　

過
去
２
年
間
に
お
い
て
、

空
き
巣
が
25
件
と
多
く
発
生

し
て
い
る
が
、
比
企
管
内
で

は
２
番
目
に
犯
罪
の
少
な
い

自
治
体
で
あ
る
。

問　

３
ヶ
所
の
設
置
だ
が
、

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
係
る
防
疫
作
業
に
従

事
す
る
職
員
の
特
殊
勤
務
手

当
の
制
定
。

問　

作
業
す
る
職
員
に
資
格

が
要
る
の
で
は
。

答　

い
ら
な
い
。
専
門
的
な

要
件
は
改
正
し
て
い
な
い
。

問　

長
時
間
と
あ
る
が
、
時

間
の
基
準
は
。

答　

基
本
的
に
は
１
日
の
手

当
て
で
あ
る
。

　

主
な
改
正
は
、
た
ば
こ
税

の
改
正
。
葉
巻
た
ば
こ
１
本

を
紙
巻
た
ば
こ
０
・
７
本
と

算
定
す
る
。

問　

増
税
で
は
な
い
か
。

答　

紙
巻
た
ば
こ
の
代
替
品

と
し
て
販
売
量
の
急
速
な
増

加
で
、
１
本
１
グ
ラ
ム
未
満

の
葉
巻
た
ば
こ
の
課
税
方
式

の
見
直
し
で
あ
り
、
段
階
的

に
増
税
と
な
る
。

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当

の
一
部
改
正

税
条
例
の
一
部
改
正

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
マ
ル
シ
ェ

指
定
管
理
者
の
指
定

令
和
２
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算

ど
こ
に
設
置
す
る
の
か
。

答　

亀
井
小
学
校
南
側
の
町

道
１
号
線
の
交
差
点
、
今
宿

交
差
点
、
ふ
く
し
プ
ラ
ザ
前

の
交
差
点
に
設
置
す
る
。

問　

財
政
調
整
基
金
の
積
立

金
が
約
７
９
８
４
万
円
あ
る

が
、
地
方
交
付
税
の
確
定
に

よ
る
も
の
な
の
か
。

答　

普
通
交
付
税
の
新
た
に

加
わ
っ
た
算
定
項
目
に
よ
り
、

全
国
平
均
の
様
々
な
年
齢
層

か
ら
の
比
率
を
出
し
、
平
均

を
上
回
っ
た
人
口
減
少
等
が

進
ん
で
い
る
団
体
に
割
り
増

し
さ
れ
た
。
鳩
山
町
は
約
７

５
５
２
万
円
が
算
定
さ
れ
、

交
付
額
が
大
き
く
伸
び
、
財

政
調
整
基
金
に
積
み
立
て
た
。

問　

交
付
金
を
住
民
要
望
に

回
す
考
え
方
は
な
い
の
か
。

答　

住
民
要
望
も
踏
ま
え
て

各
課
か
ら
予
算
要
求
を
受
け

た
上
で
実
施
し
た
。
ま
た
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
国
や
県
の
各
種
交
付
金

が
例
年
通
り
交
付
さ
れ
な
い

ケ
ー
ス
を
想
定
し
て
、
余
剰

額
が
あ
る
時
に
積
み
立
て
を

行
っ
て
お
き
た
い
。

問　

学
校
休
校
中
の
学
童
保

育
の
開
所
で
、
補
助
が
増
額

さ
れ
て
い
る
が
、
学
童
内
で

の
密
を
防
ぐ
国
か
ら
の
指
示

は
な
か
っ
た
の
か
。

答　

業
務
委
託
料
３
７
０
万

円
は
、
学
校
休
校
中
の
補
償

の
補
助
で
あ
る
。
別
に
国
か

ら
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応

の
消
耗
品
等
を
購
入
す
る
補

助
が
あ
り
、
保
護
者
会
で
現

場
の
実
態
に
応
じ
て
購
入
し

て
も
ら
う
予
定
で
あ
る
。

問　

学
童
保
育
所
の
広
さ
は

十
分
か
。

答　

お
し
ゃ
も
じ
山
ク
ラ
ブ

は
児
童
数
が
多
少
多
い
が
、

来
年
度
、
泉
井
に
分
室
を
造

る
予
定
で
あ
り
、
十
分
な
広

さ
を
確
保
で
き
る
。

問　

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
配
置
事
業
補
助
金
約

１
２
２
８
万
円
は
会
計
年
度

任
用
職
員
の
報
酬
と
思
う
が
、

契
約
は
何
年
間
か
。

答　

来
年
の
３
月
31
日
ま
で

の
単
年
度
の
契
約
で
あ
る
。

問　

基
金
積
立
金
の
今
年
度

末
は
い
く
ら
か
。

答　

３
億
４
２
０
０
万
円
と

見
込
ん
で
い
る
。

問　

基
金
が
３
億
円
以
上
あ

令
和
２
年
度
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算

問答問答

問答問答問答

問答問答問答問

答問答問答問

答問答問答問答問
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り
、
被
保
険
者
の
減
少
に
よ

り
、
医
療
費
も
減
少
し
て
い

る
の
で
、
国
民
健
康
保
険
税

の
引
き
下
げ
は
で
き
な
い
か
。

答　

今
後
の
見
通
し
、
近
隣

の
市
町
村
と
の
バ
ラ
ン
ス
や

県
の
標
準
保
険
税
率
を
鑑
み

て
検
討
す
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
で
先
が
見
通
せ
な
い

の
で
、
少
額
の
改
定
を
考
え

て
い
る
。

問　

介
護
保
険
積
立
金
を
約

３
１
７
０
万
円
増
額
し
て
い

る
が
、
介
護
費
用
の
状
況
は
。

答　

介
護
給
付
費
は
、
平
成

30
年
度
か
ら
令
和
元
年
度
で

７
０
０
０
万
円
増
え
て
い
る
。

問　

そ
の
状
況
で
も
基
金
は

３
億
円
を
下
っ
て
な
い
が
、

保
険
料
を
下
げ
る
検
討
は
す

る
の
か
。

答　

一
般
介
護
予
防
の
取
り

組
み
な
ど
、
新
た
な
事
業
を

今
後
検
討
し
た
い
。

問　

昨
年
度
の
補
正
で
８
０

０
０
万
円
の
予
算
現
額
だ
が
、

当
初
予
算
額
７
０
０
０
万
円

で
実
施
で
き
た
の
か
。

答　

約
６
６
８
６
万
円
で
実

施
で
き
た
。

問　

結
果
と
し
て
当
初
予
算

内
に
収
ま
っ
た
が
、
１
０
０

０
万
円
強
の
残
額
の
処
理
は
。

答　

執
行
残
と
し
て
処
理
す

る
。

　

当
初
予
算
内
で
収
ま
り
、

執
行
残
に
つ
い
て
も
適
切
な

処
理
を
す
る
と
い
う
こ
と
で

賛
成
。
今
後
も
当
初
契
約
通

り
に
履
行
さ
れ
る
よ
う
努
め

て
い
た
だ
き
た
い
。（
大
賀
）

令
和
２
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

工
事
請
負
契
約
の
締
結

 

町
道
第
２
８
５
９
号

 

線
外
歩
道
整
備
工
事

〈
賛
成
討
論
〉

とちのき通り　バリアフリー歩道整備

請
願　

不
採
択

 

障
が
い
者
支
援
に

 　
　
　
　

関
す
る
請
願

（
要
旨
）

　

そ
れ
ぞ
れ
の
精
神
障
が
い

者
の
実
情
に
基
づ
い
た
指
導

が
で
き
る
よ
う
充
実
し
た
障

が
い
者
の
計
画
を
望
む
。

（
理
由
）

　

町
職
員
等
の
対
応
で
、
本

の
出
版
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
出

演
等
で
、
本
人
の
本
意
で
な

い
方
向
に
導
か
れ
て
し
ま
う

こ
と
に
よ
り
、
ス
ト
レ
ス
過

多
に
な
り
、
体
調
不
良
を
生

み
出
し
た
。
そ
こ
で
担
当
課

に
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で

に
「
何
を
」「
ど
う
す
る
か
」

な
ど
の
具
体
化
を
お
願
い
し

た
い
。（
要
約
）

　

障
が
い
者
福
祉
計
画
で
は
、

精
神
障
が
い
者
の
施
策
指
導

は
進
ん
で
い
な
い
。
請
願
理

由
の
、
本
人
が
望
む
活
動
を

止
め
る
の
は
人
権
問
題
で
あ

り
、
行
き
過
ぎ
と
考
え
る
。

町
の
障
害
者
福
祉
計
画
に
は

本
人
の
意
思
を
尊
重
す
る
指

導
を
提
案
す
る
。　
（
根
岸
）

〈
賛
成
討
論
〉

　

議
員
発
議

　
　

意
見
書
を
採
択

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
伴
う

地
方
財
政
の
急
激
な
悪

化
に
対
し
地
方
財
源
の

確
保
を
求
め
る
意
見
書

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
で
甚
大
な
経
済

的
・
社
会
的
影
響
を
も
た
ら
し

て
お
り
、地
方
自
治
体
は
か
つ

て
な
い
厳
し
い
状
況
が
予
想

さ
れ
、財
政
運
営
に
必
要
不
可

欠
な
、
地
方
交
付
税
を
は
じ

め
、地
方
税
収
の
安
定
し
た
対

応
を
求
め
る
。特
に
固
定
資
産

税
の
見
直
し
は
断
じ
て
行
わ

な
い
、ま
た
特
例
処
置
も
今
回

限
り
の
処
置
と
す
る
こ
と
を

求
め
る
。（
一
部
省
略
）

　

町
の
財
源
確
保
で
地
方
の

新
税
等
は
住
民
負
担
に
な
る
。

ま
た
、こ
の
意
見
書
で
は
消
費

税
増
税
に
結
び
付
く
の
で
、国

は
予
算
の
組
み
替
え
等
で
地

方
交
付
税
を
確
保
す
べ
き
で

あ
り
、反
対
で
あ
る
。（
根
岸
）

〈
反
対
討
論
〉

問　

本
体
が
４
万
５
０
０
０

円
な
の
に
総
額
10
万
８
０
０

０
円
の
内
訳
は
。

答　

５
年
分
の
物
損
保
険
、

教
育
ク
ラ
ウ
ド
が
パ
ッ
ケ
ー

ジ
で
含
ま
れ
て
い
る
他
、
設

定
の
役
務
費
も
含
ま
れ
て
い

る
。

問　

入
札
で
応
札
１
社
、
辞

退
12
社
に
な
っ
た
原
因
は
。

答　

全
国
で
同
じ
様
な
契
約

が
多
数
あ
り
、
応
札
で
き
る

業
者
が
少
な
く
な
っ
た
た
め
。

問　

受
入
検
査
は
ど
の
よ
う

に
す
る
の
か
。

答　

納
入
業
者
が
１
台
毎
に

検
査
し
、
合
格
機
器
の
一
覧

を
提
出
さ
せ
、
町
で
は
こ
の

表
を
も
と
に
、
抜
き
打
ち
検

査
を
実
施
し
て
確
認
す
る
。

 

財
産
の
取
得

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
事
業

に
向
け
、
小
中
学
校
に
情

報
端
末
機
器
の
導
入

一
般
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

そ
れ
ぞ
れ
２
億
２
１
８
２
万

円
を
追
加
し
、
総
額
を
78
億

９
４
８
７
万
円
と
す
る
。

問　

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

の
申
請
を
７
月
31
日
ま
で
の

先
行
受
付
に
提
出
し
た
の
か
。

答　

事
業
執
行
が
遅
れ
て
し

ま
う
の
で
提
出
し
た
。

問　

臨
時
会
の
意
味
が
な
い

の
で
は
。

答　

早
期
の
補
助
金
確
保
の

た
め
で
、
今
後
の
必
要
事
業

の
変
更
も
可
能
。

水
道
会
計
事
業
補
正
予
算

　

令
和
２
年
８
月
か
ら
令
和

３
年
１
月
ま
で
の
６
か
月
間
、

基
本
料
金
を
減
免
す
る
。

 

第
１
回
臨
時
会

８
月
７
日
、
一
般
会
計
補

正
予
算
及
び
水
道
事
業
補

正
予
算
の
２
議
案
を
審
議

臨時会
主な補正予算

＜歳入＞
・�新型コロナウイルス感染
症対応地方創生臨時交
付金� 1億8611万円

＜歳出＞
・�小中学校GIGA（ギガ）
スクール事業�8367万円

・�水道事業減免費補填
� 4125万円
・�小中学校特別教室エアコ
ン整備� 1432万円

・防災備蓄品整備事業
� 943万円
・�小規模企業経営資金利子
補給事業� 500万円

答問答問答

問答問答

問答問答問答

問答問答
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公
平
委
員
会
委
員
の

任
期
満
了
に
伴
い
、
坂

本
恵
子
氏（
竹
本
在
住
）

の
選
任
に
同
意
し
ま
し

た
。

　

教
育
委
員
会
委
員
の

任
期
満
了
に
伴
い
、
山

口
尚
人
氏
（
松
ヶ
丘
在

住
）
の
再
任
に
同
意
し

ま
し
た
。

公
平
委
員
会
委
員
に

坂
本
　
恵
子 

氏

教
育
委
員
会
委
員
に

山
口
　
尚
人 

氏

「私たちは賛成・反対しました」
○は賛成　●は反対　議は議長

※わかりやすくするために、議案名を一部省略しています

令和２年第３回定例会 議案

議　員　氏　名

審議
結果

関
根
　
清
隆

石
井
　
　
徹

中
山
　
明
美

日
坂
　
和
久

小
鷹
　
房
義

森
　
　
利
夫

松
浪
健
一
郎

小
川
　
唯
一

野
田
小
百
合

根
岸
富
一
郎

大
賀
　
広
史

石
井
　
計
次

町
　
　
　
　
長
　
　
　
　
提
　
　
　
　
出

職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 原案可決

税条例の一部を改正する条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 議 原案可決

鳩山町コミュニティ・マルシェの指定管理者の指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 原案可決

令和元年度一般会計歳入歳出決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ● 議 認　　定

令和元年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 認　　定

令和元年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 議 認　　定

令和元年度毛呂山・越生都市計画事業今宿東土地区画整理事業特別会
計歳入歳出決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 認　　定

令和元年度農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 認　　定

令和元年度浄化槽設置管理事業特別会計歳入歳出決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 認　　定

令和元年度介護保険特別会計歳入歳出決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 議 認　　定

令和元年度水道事業会計決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 認　　定

令和元年度水道事業会計未処分利益剰余金の処分 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 原案可決

令和2年度一般会計補正予算（第5号）の議定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 原案可決

令和2年度国民健康保険特別会計補正予算（第2号）の議定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 原案可決

令和2年度介護保険特別会計補正予算（第1号）の議定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 議 原案可決

令和2年度水道事業会計補正予算（第3号）の議定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 原案可決

工事請負契約の変更契約の締結（町道第2859号線外歩道整備工事） ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 議 原案可決

公平委員会委員の選任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 同　　意

教育委員会委員の任命 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 同　　意

財産の取得（鳩山町立小・中学校情報機器端末） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 議 原案可決

請願 障がい者支援に関する請願 ● ● ● ○ ● ● ● ○ ● ○ ● 議 不 採 択

議員
提出

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し
地方税財源の確保を求める意見書案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 議 原案可決

令和２年第１回臨時会 議案
町長
提出

令和2年度一般会計補正予算（第4号）の議定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

令和2年度水道事業会計補正予算（第2号）の議定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
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関根清隆　議員
　１．待ったなし！空き家対策と移住推進政策提案
　２．地方創生拠点整備交付金について
　３．農村公園の有効利用（観光農園化等の提案）
　４．施設予約システム導入提案

石井　徹　議員
　１．新型コロナと教育行政
　２�．新型コロナによる「新しい生活様式」の実践を

進める上で
　３．企業立地について

大賀広史　議員
　１．子育て支援（ファミリーサポート事業）
　２．北部地域活性化事業の進捗
　３．町長の４期目の公約について

森　利夫　議員
　１．北部地域活性化事業について
　２．企業誘致について

日坂和久　議員
　１�．デマンドタクシー運行の利便性向上のため、各関係機関等

と具体的な交渉・協議をおこない、課題の解消をしていく必
要があると考えるがいかがか

根岸富一郎　議員
　１．少人数学級について
　２．難聴と高齢者の引きこもりについて
　３．粘土質土壌で農業振興を

野田小百合　議員
　１．気候変動対策を
　２．図書館について
　３．子宮頸がんワクチン接種について

中山明美　議員
　１．避難所対策について
　２．インフルエンザワクチンの接種を
　３．緊急時通報システムの拡充を

小鷹房義　議員
　１．鳩山町上熊井農産物直売所について

問　

鳩
山
町
は
、
自
然
も
豊

か
で
首
都
圏
に
近
く
、
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
移
住
に
適
し

た
立
地
だ
。
現
在
の
移
住
政

策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

平
成
29
年
度
よ
り
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
マ
ル
シ
ェ
、空
き

家
バ
ン
ク
等
で
推
進
し
、約
３

年
間
で
、町
外
か
ら
の
移
住
者

は
都
内
か
ら
１
件
、と
き
が
わ

町
か
ら
１
件
と
な
っ
て
い
る
。

子
育
て
世
代
や
若
い
世
代
へ

ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、移
住
者

や
Ｒ
Ｆ
Ａ
社
の
活
動
を
通
し

て
、各
種
イ
ベ
ン
ト
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
・

動
画
で
の
情
報
発
信
を
強
化

し
て
き
た
。

問　

有
楽
町
駅
前
の
「
ふ
る

さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
」

へ
入
会
し
、
移
住
推
進
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
設
置
し
誘

導
を
願
い
た
い
。

答　

指
摘
と
同
等
の
「
Ｊ
Ｏ

Ｉ
Ｎ
」
の
会
員
と
な
っ
て
、

移
住
推
進
を
行
っ
て
い
る
。

問　

移
住
す
る
た
め
に
は
土

地
や
家
が
必
要
だ
が
、
空
き

家
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。
群
馬
県
中
之
条
町
で

は
、
町
外
か
ら
の
移
住
に
リ

フ
ォ
ー
ム
１
０
０
万
円
、
子

ど
も
加
算
、
夫
婦
年
齢
加
算

が
あ
り
、
空
き
家
取
り
壊
し

に
は
最
大
70
万
円
補
助
が
出

る
。
補
助
金
と
子
育
て
支
援

や
福
祉
を
含
め
た
総
合
的
な

政
策
立
案
を
す
べ
き
で
は
。

答　

空
き
家
対
策
と
し
て
は
、�

「
特
定
空
き
家
」
の
判
定
基

準
が
未
確
定
。
ま
た
、
今
後

推
進
す
る
た
め
に
、
町
の
組

織
改
正
と
合
わ
せ
て
、
検
討

事
項
と
す
る
。

問　

農
村
公
園
の
有
効
利
用

に
つ
い
て
、
①
観
光
フ
ル
ー

ツ
パ
ー
ク
化
、
②
ド
ロ
ー
ン

練
習
場
を
提
案
す
る
。

答　

①
②
は
農
村
公
園
の
目

的
外
利
用
と
な
り
、
ま
た
②

に
つ
い
て
は
、
安
全
性
を
考

慮
す
る
上
で
も
難
し
い
。

問　

廉
価
な
施
設
予
約
シ
ス

テ
ム
を
２
例
提
案
す
る
。

答　

他
自
治
体
を
調
査
し
、

高
額
で
あ
り
見
送
っ
た
が
、

提
案
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は

今
後
、
検
討
し
た
い
。

リモートワーク移住推進を
土地・空き家の物件少。政策課題

空き家対策
関
根
　
清
隆 
議
員

長年放置された空き家、その一例

　議員は、毎年３月、６月、９月、12月に
開催される定例会で、町政全般に対し質問を
することができます。これを「一般質問」と
いいます。
　本文は質問した議員本人の責任で要約し、
執筆した原稿を掲載しています。一般質問　９議員が質問

町政を問う!

問問 答 問答

問答 答問答
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町
政
を
問
う
　
　
一
般
質
問

大
賀
　
広
史 

議
員

石
井
　
徹 

議
員

企
業
立
地
に
つ
い
て

問　

６
月
議
会
後
に
、
今
宿

仮
宿
地
区
に
、
進
出
希
望
事

業
者
の
説
明
を
受
け
た
が
、

８
月
の
全
員
協
議
会
で
は
、

そ
の
事
業
者
が
早
々
に
撤
退

し
た
と
報
告
を
受
け
た
。
そ

の
理
由
を
町
長
に
伺
う
。

答　

町
で
は
進
出
事
業
者
の

公
募
を
行
う
際
に
、
立
地
の

検
討
に
必
要
な
情
報
を
提
供

し
た
が
、
都
市
計
画
法
第
34

条
12
号
区
域
指
定
が
さ
れ
て

な
い
、
か
つ
埋
蔵
文
化
財
発

掘
に
関
す
る
期
間
や
費
用
が

膨
大
で
、
事
業
者
の
進
出
が

厳
し
く
な
っ
た
。

問　

仮
宿
地
区
の
今
後
の
対

応
で
、
こ
の
２
点
の
課
題
解

決
、
更
に
は
地
権
者
と
の
交

渉
、立
地
事
業
者
へ
の
奨
励
金

の
提
案
等
、４
つ
の
課
題
解
決

が
必
要
と
考
え
る
。併
せ
て
担

当
課
の
業
務
範
囲
の
改
善
も

必
要
な
課
題
と
考
え
る
が
。

答　

一
番
大
き
な
課
題
は
地

権
者
の
状
況
。
こ
の
最
大
の

課
題
を
含
め
、
複
数
の
課
題

に
考
え
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
と
教
育
行
政

問　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
早
期
推

進
で
小
中
学
生
全
員
に
情
報

端
末
を
配
備
す
る
計
画
だ
が
、

教
育
現
場
で
の
十
分
な
対
応

は
可
能
か
。

答　

当
初
は
令
和
５
年
ま
で

の
整
備
計
画
で
、
２
年
前
倒

し
の
整
備
で
は
あ
る
が
、
教

職
員
の
研
修
、
各
学
校
で
有

効
活
用
で
き
る
よ
う
教
育
委

員
会
と
し
て
支
援
し
て
い
く
。

新
し
い
生
活
様
式
の
推
進

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
今
後
の
有
効
な
活
用
方
法

は
。

答　

健
康
保
険
証
と
し
て
、

更
に
は
住
民
票
等
が
コ
ン
ビ

ニ
交
付
可
能
に
な
る
。

問　

庁
用
バ
ス
の
利
用
状
況

は
。

答　

８
月
ま
で
利
用
は
な
い
。

コ
ロ
ナ
の
状
況
次
第
だ
が
、

し
ば
ら
く
は
公
的
使
用
の
み
。

フ
ァ
ミ
リ
サ
ポ
ー
ト
事
業

問　

子
ど
も
た
ち
の
送
迎
な

ど
を
町
が
有
償
で
行
う
事
業
、

来
年
度
か
ら
実
施
す
る
の
か
。

答　

会
議
で
検
討
を
進
め
る

が
、
来
年
10
月
頃
ま
で
に
開

始
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

北
部
地
域
活
性
化
事
業

問　

町
道
１
号
線
整
備
事
業

は
、
第
１
期
計
画
の
予
定
で

は
完
了
し
て
い
る
は
ず
だ
が
。

答　

全
長
１
４
０
０
メ
ー
ト

ル
の
う
ち
、
５
９
０
メ
ー
ト

ル
完
了
し
た
状
況
だ
。

問　

計
画
で
は
全
工
区
整
備

で
、
４
億
７
０
０
０
万
円
。

現
時
点
で
の
支
出
額
は
。

答　

３
億
７
０
０
０
万
円
。

問　

補
助
金
見
込
み
額
は
２�

億
８
５
０
０
万
円
だ
っ
た
が
。

答　

第
１
工
区
で
使
っ
て
し

ま
っ
た
が
、
５
３
０
０
万
円
。

問　

上
熊
井
農
産
物
直
売
所

は
指
定
管
理
者
が
決
ま
ら
ず
、

来
年
４
月
の
開
始
を
早
々
に

断
念
、
半
年
以
上
延
期
し
た
。

６
月
議
会
の
際
、
間
に
合
わ

せ
る
と
断
言
し
て
い
た
が
。

答　

意
を
決
し
て
答
弁
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
っ
て
、

苦
渋
の
選
択
を
し
た
。

問　

こ
こ
ま
で
、
予
算
と
工

程
が
大
き
く
計
画
と
ず
れ
て

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
執
行

部
は
誰
も
責
任
を
取
ら
ず
、

反
省
も
な
い
。
計
画
の
検
証

と
改
善
点
を
作
成
し
、
報
告

書
の
提
出
を
強
く
求
め
る
。

答　

地
元
の
合
意
を
得
る
う

え
で
多
少
無
理
が
あ
っ
た
。

今
後
は
、
議
会
に
も
相
談
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

小
峰
町
長
・
４
期
目
の
公
約

問　

３
月
・
６
月
議
会
で
も

町
政
へ
の
意
気
込
み
を
聞
い

た
が
、
答
え
な
か
っ
た
の
は
。

答　

コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
、
人

を
集
め
な
い
選
挙
を
模
索
し
、

決
意
が
遅
れ
た
。

問　

３
期
目
の
際
は
36
項
目

の
重
点
施
策
を
掲
げ
た
が
。

答　

今
回
は
広
報
に
掲
げ
た

よ
う
に
、
３
項
目
に
絞
っ
た
。

問　

以
前
提
案
し
た
、
起
債

に
制
限
額
を
設
定
す
る
の
か
。

答　

予
算
編
成
方
針
に
上
限

枠
を
設
定
し
て
い
き
た
い
。

事業の検証・改善点を報告せよ
資料等を作成し、提示する

北部地域活性化事業

今宿仮宿地区への課題は
４つの大きな課題解決が必要

企業立地計画

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
に
よ
る
計
画
検
証
を
！
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町
政
を
問
う
　
　
一
般
質
問

日
坂
　
和
久 
議
員

経路追加であれば町外運行可能か
法的に可能。後は運行業者の理解

デマンドタクシー

問　

に
っ
さ
い
地
区
ま
で
の

町
外
運
行
は
、乗
降
ポ
イ
ン
ト

の
追
加（
経
路
追
加
）の
手
法

を
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。町

内
か
ら
ポ
イ
ン
ト
ま
で
ダ
イ

レ
ク
ト
運
行
で
、町
民
の
み
利

用
可
能
。に
っ
さ
い
地
区
に
い

く
つ
か
の
ポ
イ
ン
ト
を
設
置
。

ま
た
、ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
か
ら
の

バ
ス
路
線
が
廃
止
に
な
っ
て

い
る
た
め
、そ
の
代
替
交
通
と

し
て
位
置
付
け
て
も
、他
に
競

合
す
る
交
通
機
関
は
な
く
、支

障
は
な
い
。

答　

乗
降
ポ
イ
ン
ト
の
追
加�

（
経
路
追
加
）
で
あ
れ
ば
、

実
現
の
可
能
性
は
見
え
る
。

坂
戸
市
や
坂
戸
の
事
業
者
に

は
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
が
、

同
意
書
等
の
文
書
の
取
り
交

わ
し
は
不
要
だ
。
町
の
公
共

交
通
会
議
で
協
議
が
整
え
ば

そ
れ
で
良
い
。

問　

土
・
日
運
行
は
受
付
が

課
題
と
い
う
こ
と
だ
。
し
か

し
、
キ
ャ
ン
セ
ル
等
に
つ
い

て
は
、
予
約
セ
ン
タ
ー
が
業

務
時
間
外
で
も
運
行
事
業
者

で
扱
っ
て
い
る
。当
面
は
土
・

日
の
予
約
を
金
曜
日
ま
で
に

受
け
付
け
て
お
く
こ
と
で
対

応
で
き
る
の
で
は
。

答　

当
面
は
金
曜
日
ま
で
に

森
　
利
夫 

議
員

立地誘導に必要な区域指定は
県との調整は進んでいない

企業誘致（仮宿地域）

上
熊
井
農
産
物
直
売
施
設

問　

指
定
管
理
者
の
募
集
を

行
っ
た
が
、
応
募
者
が
い
な

か
っ
た
。
再
募
集
と
管
理
開

始
の
予
定
は
い
つ
か
。

答　

再
募
集
は
本
年
11
月
中

ま
で
に
行
う
。
管
理
開
始
は

令
和
３
年
10
月
頃
を
予
定
し

て
い
る
。

問　

建
物
が
完
成
し
て
長
い

間
使
用
し
な
い
と
、
不
具
合

が
生
ず
る
。
対
応
は
。

答　

建
物
及
び
外
構
の
管
理

は
、
除
草
等
を
含
め
て
職
員

が
行
う
予
定
。
各
種
設
備
の

不
具
合
は
生
じ
て
も
、
使
え

な
く
な
る
こ
と
は
な
い
。

問　

結
局
は
応
募
者
が
い
な

か
っ
た
。
少
し
甘
く
見
て
い

た
よ
う
だ
が
。

答　

一
部
見
直
し
を
含
め
て

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

企
業
誘
致
（
仮
宿
地
域
）

問　

県
に
区
域
指
定
の
申
し

出
を
す
る
た
め
の
、
土
地
利

用
に
関
す
る
計
画
書
等
は
、

出
来
上
が
っ
て
い
る
の
か
。

答　

現
時
点
で
は
作
成
し
て

い
な
い
。

問　

申
し
出
に
先
立
ち
、
地

元
住
民
へ
の
説
明
会
等
は
終

え
て
い
る
の
か
。

問　

現
時
点
で
は
終
え
て
い

受
け
付
て
お
く
方
法
も
考
え

ら
れ
る
。
先
々
は
当
日
予
約

の
要
望
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、

検
討
の
必
要
が
あ
る
。

問　

町
外
運
行
、土
・
日
運
行

を
実
現
す
る
に
は
、
運
行
経

費
等
の
増
額
が
必
要
に
な
る
。

ど
の
よ
う
に
捻
出
す
る
の
か
。

答　

町
全
体
の
公
共
交
通
を

見
直
し
、収
支
率
が
悪
化
し
て

い
る
交
通
機
関
の
運
行
縮
小

や
、
費
用
の
シ
フ
ト
も
検
討
。

問　

経
路
追
加
の
運
行
で
あ

れ
ば
法
的
に
問
題
は
な
い
が
、

各
交
通
事
業
者
か
ら
理
解
を

得
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
は
。

答　

法
的
に
は
問
題
な
い
が
、

事
前
に
説
明
し
、
円
滑
な
運

行
を
目
指
す
。

な
い
。
県
と
の
事
前
協
議
を

進
め
て
い
く
中
で
、
住
民
説

明
会
の
開
催
や
、
都
市
計
画

審
議
会
に
諮
問
を
す
る
。

問　

都
市
計
画
法
34
条
の
12

号
指
定
を
受
け
る
た
め
の
手

続
き
が
、何
も
始
ま
っ
て
い
な

い
と
思
え
る
。近
隣
の
自
治
体

で
は
、こ
の
区
域
指
定
を
受
け

て
い
る
場
所
に
、企
業
を
誘
致

し
て
い
る
。同
じ
条
件
で
企
業

誘
致
を
進
め
る
べ
き
と
思
う

が
、
町
長
の
見
解
は
。

答　

今
宿
仮
宿
地
区
へ
の
企

業
誘
致
の
課
題
が
鮮
明
に
な

っ
た
。
複
数
あ
る
中
で
最
初

に
や
る
べ
き
は
、
12
号
指
定

と
考
え
る
。
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

地
主
の
大
部
分
の
方
が
企
業
誘
致

を
望
む
仮
宿
地
域

今
後
、
町
外
・
土
日
運
行
の

必
要
度
調
査
が
行
わ
れ
る

問答問問問問 答答答

答

答

問

問答問

問

答

問 答答
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町
政
を
問
う
　
　
一
般
質
問

野
田
小
百
合 

議
員

根
岸
富
一
郎 

議
員

少
人
数
学
級
に
つ
い
て

問　

鳩
山
町
は
、
今
小
６
年

生
と
鳩
中
２
年
生
で
す
で
に
、

１
学
級
35
人
以
下
の
少
人
数

指
導
を
行
っ
て
い
る
。
教
員

の
配
置
は
ど
の
よ
う
に
し
て

い
る
の
か
。

答　

１
学
級
増
え
る
と
、
町

費
の
教
職
員
を
１
人
増
や
す

こ
と
に
な
る
が
、
担
任
は
で

き
な
い
。

問　

学
級
編
制
の
基
準
が
変

わ
る
と
教
職
員
も
増
え
る
か
。

答　

学
級
編
制
の
基
準
以
上

の
学
級
人
数
に
１
人
の
教
職

員
が
増
え
る
こ
と
に
な
る
。

問　

町
独
自
の
少
人
数
学
級

指
導
の
メ
リ
ッ
ト
で
、
充
実

し
た
学
習
活
動
や
、
安
定
し

た
学
級
活
動
の
実
現
と
は
。

答　

教
職
員
が
１
人
１
人
に

目
が
行
き
届
き
、
指
導
も
し

や
す
い
と
い
う
こ
と
だ
。

問　

教
室
の
広
さ
の
基
準
は

64
平
方
メ
ー
ト
ル
だ
が
。

答　

今
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、
国

か
ら
の
通
知
通
り
に
子
ど
も

と
子
ど
も
の
距
離
を
開
け
る

と
、
40
人
学
級
は
明
ら
か
に

矛
盾
が
あ
る
。

問　

長
期
休
業
や
夏
休
み
等

で
の
影
響
は
「
１
年
間
の
授

業
時
間
を
確
保
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
」
と
考
え
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

答　
「
卒
業
し
て
い
く
学
年
」

も
あ
る
の
で
「
そ
の
１
年
間

で
確
保
す
る
」
方
法
を
と
っ

て
い
る
。

難
聴
と
認
知
症
に
つ
い
て

問　

民
間
の
補
聴
器
を
一
定

期
間
無
料
で
貸
し
出
す
、
訪

問
活
動
に
つ
い
て
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

答　

業
者
の
信
頼
性
な
ど
検

討
し
た
い
。

問　

補
聴
器
で
も
磁
器
ル
ー

プ
を
使
う
と
「
音
が
良
く
聞

こ
え
る
」
こ
と
に
つ
い
て
、

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　

磁
気
ル
ー
プ
の
有
効
性

等
の
「
説
明
の
機
会
」
を
つ

く
り
た
い
。

問　

最
近
の
相
談
件
数
・
届

出
書
の
提
出
状
況
は
。

答　

相
談
件
数
は
８
月
28
日

現
在
30
件
。
奥
田
・
竹
本
・

熊
井
地
内
で
20
件
。
小
用
・

大
豆
戸
・
赤
沼
・
石
坂
地
内

で
10
件
。
事
前
相
談
届
出
の

提
出
は
、
同
日
現
在
６
件
。

問　

回
覧
に
よ
る
説
明
の
実

施
に
つ
い
て
、
誰
が
ど
の
よ

う
に
決
め
た
の
か
。

答　

町
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
リ
ス
ク
を
回
避

す
る
た
め
、
集
会
方
式
以
外

の
会
議
の
開
催
を
実
施
。
町

の
考
え
方
と
地
域
の
考
え
方

が
一
致
し
た
。

問　

鳩
山
町
が
悪
い
前
例
を

作
る
の
か
。
説
明
会
す
ら
開

催
せ
ず
、
十
分
な
資
料
も
根

拠
も
示
さ
ず
、
安
心
安
全
と

事
業
を
す
す
め
て
よ
い
の
か
。

答　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
集
会

方
式
の
説
明
会
を
強
い
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

問　

施
設
設
置
に
関
す
る
必

要
な
情
報
を
、
行
政
の
責
任

と
し
て
、
住
民
に
知
ら
せ
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

何
も
分
か
ら
な
い
で
説

明
会
に
臨
む
の
で
な
く
、
問

題
に
気
づ
く
た
め
に
有
効
。

町
と
し
て
も
検
討
す
る
。

問　

条
例
化
に
つ
い
て
、
町

長
は
ど
う
考
え
る
か
。

答　

昨
年
、
担
当
に
検
討
を

指
示
し
た
。
全
国
の
先
進
的

な
要
綱
を
積
極
的
に
取
り
入

れ
る
中
で
、
鳩
山
町
独
自
の

要
綱
を
作
る
方
策
も
あ
る
。

ご
み
減
量

問　

キ
エ
ー
ロ
の
実
証
実
験

に
取
り
組
ま
な
い
か
。

答　

ご
み
減
量
化
に
有
効
と

感
じ
る
。
今
後
の
課
題
で
あ

る
。

図
書
館

問　

本
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス
の

取
り
組
み
は
。

答　

身
体
障
が
い
者
等
へ
の

宅
配
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、

検
討
し
た
い
。

要綱を条例化しないか
先進的な要綱を作る方策もある

太陽光発電施設

学級編制基準が変われば
県費の教職員は基準により増える

少人数学級

少
人
数
学
級
を

土
で
生
ご
み
を
分
解
す
る
キ
エ
ー
ロ

～
鶴
ヶ
島
市
Ｈ
Ｐ
よ
り
～

答 問答問 答答 問 問

問答 問答問答

答

問

答 問答 問

問答

問答問答問答



はとやま議会だよりNo.150　1213　はとやま議会だよりNo.150

町
政
を
問
う
　
　
一
般
質
問

小
鷹
　
房
義 
議
員

上熊井農産物直売所の開設時期は
来年の４月１日には間に合わない

北部地域活性化

上
熊
井
農
産
物
直
売
所
に
つ

い
て

問　

直
売
所
が
計
画
さ
れ
た

経
緯
を
伺
う
。

答　

平
成
25
年
12
月
に
北
部

地
域
活
性
化
基
本
条
例
を
制

定
し
、
平
成
27
年
11
月
に
は

上
熊
井
地
区
活
性
化
取
組
方

針
が
策
定
さ
れ
、
そ
の
中
で

農
産
物
直
売
所
整
備
事
業
が

産
業
振
興
対
策
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
た
。

問　

場
所
、
交
通
量
調
査
、

進
入
路
、
集
客
の
見
込
み
な

ど
は
、
ど
の
よ
う
に
決
め
ら

れ
た
の
か
。

答　

場
所
は
、
駐
車
場
を
含

め
て
一
定
規
模
の
用
地
確
保

が
必
要
。
交
通
量
は
県
の
調

査
で
一
日
当
た
り
４
千
台
。

進
入
路
は
、
警
察
協
議
に
よ

り
決
定
し
た
。
集
客
は
、
年

間
12
万
人
と
見
込
ん
で
い
る
。

問　

地
元
と
町
と
の
話
し
合

い
で
、
ど
ん
な
意
見
が
あ
っ

た
か
。

答　

人
口
が
減
少
し
営
農
組

合
も
な
い
た
め
、
今
後
を
見

通
し
た
農
業
の
高
収
益
化
等

の
検
討
が
必
要
で
は
な
い
か
。

個
人
で
も
企
業
で
も
、
農
地

を
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

直
売
所
で
な
に
を
販
売
し
て

中
山
　
明
美 

議
員

インフルエンザワクチンに助成を
見極めながら考えたい

コロナ対策

問　

コ
ロ
ナ
禍
の
混
乱
を
避

け
る
た
め
に
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を
希
望
す
る

人
に
、
接
種
の
助
成
を
し
て

は
い
か
が
か
。

答　

予
防
接
種
法
に
基
づ
か

な
い
任
意
接
種
で
あ
る
た
め
、

町
は
個
人
の
接
種
状
況
に
つ

い
て
管
理
し
て
い
な
い
。
国

の
方
針
や
専
門
学
会
か
ら
の

見
解
な
ど
の
動
向
を
踏
ま
え

て
、
町
で
も
必
要
な
対
応
を

決
定
し
、
実
施
し
て
い
く
中

で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
予
防
接
種
へ
の
助
成
に

つ
い
て
も
考
え
て
い
き
た
い
。

問　

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
の
状
況
は
い

か
が
か
。

答　

予
防
接
種
法
に
基
づ
く

定
期
接
種
の
Ｂ
類
疾
病
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
。
65
歳
以
上

の
方
、
ま
た
は
60
歳
以
上
65

歳
未
満
で
特
定
の
障
が
い
を

有
す
る
方
を
対
象
と
し
て
、

鳩
山
町
の
自
己
負
担
額
は
１�

５
０
０
円
で
実
施
し
て
い
る
。

問　

緊
急
事
態
宣
言
で
休
校

に
な
り
、
６
月
か
ら
や
っ
と

授
業
が
始
ま
っ
た
生
徒
・
児

童
に
も
助
成
を
で
き
な
い
か
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す

る
と
学
級
閉
鎖
も
あ
る
か
も

い
く
の
か
。
今
後
の
運
営
等

も
含
め
て
検
討
が
必
要
等
。

問　

来
年
４
月
１
日
に
開
所

予
定
だ
っ
た
が
、
な
ぜ
遅
れ

て
し
ま
っ
た
の
か
。

答　

募
集
期
間
内
に
応
募
団

体
が
い
な
か
っ
た
。応
募
す
る

際
の
課
題
に
、コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
が
あ
っ
た
。

今
後
は
、町
が
提
示
す
る
指
定

管
理
料
の
増
額
も
考
え
る
。

問　

直
売
所
周
辺
整
備
も
必

要
で
は
な
い
か
。

答　

上
熊
井
地
区
活
性
化
協

定
書
に
も
あ
る
が
、
地
元
の

意
向
に
よ
り
、
辻
川
の
周
辺

整
備
を
進
め
て
い
く
。

問　

直
売
所
内
に
、
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
開
設
で
き
な

い
か
。

答　

現
在
、
良
品
計
画
に
打

診
し
て
い
る
。

し
れ
な
い
。
受
験
生
の
不
安

を
少
し
で
も
解
消
で
き
た
ら

と
思
う
が
。

答　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
の
供
給
体
制
や
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に

よ
る
医
療
機
関
の
体
制
整
備

な
ど
に
基
づ
い
て
、
ま
た
、

国
・
県
、
近
隣
自
治
体
な
ど
、

様
々
な
状
況
を
総
合
的
に
判

断
し
て
考
え
た
い
。

問　

国
の
第
３
次
補
正
予
算

で
は
、
助
成
の
対
象
に
な
ら

な
い
か
。

答　

ワ
ク
チ
ン
が
ど
れ
ほ
ど

確
保
で
き
る
の
か
、３
次
補
正

が
ど
う
い
う
性
格
の
補
正
に

な
る
の
か
と
い
う
こ
と
も
見

極
め
な
が
ら
、一
つ
の
可
能
性

と
し
て
追
及
し
て
み
た
い
。

65
歳
以
上
・
15
歳
以
下
、

今
年
度
接
種
無
料
に

オープンはいつに

問答問問 答

答答 問

問問 答答問

問

答

問問 答答答
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令
和
２
年
８
月
４
日
、
所

管
事
務
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
ら
の
施
設
は
、
ご
み

焼
却
場
の
地
元
対
策
費
を
活

用
し
て
、
地
元
と
の
協
議
に

よ
っ
て
整
備
し
ま
し
た
。
具

体
的
な
管
理
及
び
使
用
に
関

し
て
は
、
両
地
区
と
本
協
定

を
締
結
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
施
設
は
「
町
が

所
有
し
、
無
償
で
地
元
に
貸

し
出
す
」
も
の
で
す
。
町
の

負
担
は
、
防
火
管
理
者
と
火

災
保
険
で
す
。
地
元
の
負
担

は
、
経
費
的
な
も
の
で
す
。

　

令
和
２
年
８
月
５
日
、
所

管
事
務
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

今
年
度
、
埼
玉
県
学
力
・

学
習
状
況
調
査
は
、
自
治
体

ご
と
の
任
意
で
の
参
加
と
な

り
ま
し
た
。
鳩
山
町
は
、
児

童
・
生
徒
の
学
力
の
実
態
、

一
人
ひ
と
り
の
伸
び
を
把
握

す
る
た
め
、
参
加
し
ま
し
た
。

個
々
の
学
力
を
伸
ば
す
た
め

に
、
コ
バ
ト
ン
問
題
集
の
活

用
、
学
び
合
い
学
習
の
推
進
、

中
学
校
の
英
語
教
諭
が
小
学

校
の
授
業
指
導
・
交
流
等
に

取
り
組
ん
で
い
く
そ
う
で
す
。

　

体
力
面
を
新
体
力
テ
ス
ト

（
２
０
１
９
年
度
）
で
み
る

と
、
県
の
平
均
を
超
え
、
特

に
中
学
校
は
顕
著
で
す
。

経
年
劣
化
な
ど
の
修
繕
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
特
別
整

備
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
で

対
応
す
る
と
の
こ
と
。

　

泉
井
の
施
設
は
、
太
陽
光

発
電
の
収
益
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
農
業
集
落
排
水
に
接

続
さ
れ
て
、
使
用
料
は
光
熱

費
に
含
ま
れ
ま
す
。
上
熊
井

の
施
設
は
、
浄
化
槽
が
あ
り
、

維
持
管
理
費
に
含
ま
れ
ま
す
。

　

埼
玉
県
日
高
市
、
群
馬
県

高
崎
市
、
宮
城
県
丸
森
町
の

設
置
状
況
３
例
を
調
査
し
ま

し
た
。

　

町
の
景
観
保
持
や
総
量
規

制
も
考
え
て
い
る
が
、
ま
ず
、

事
業
者
の
合
法
的
な
経
済
活

動
を
認
め
、
売
り
主
の
立
場

な
ど
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
規
制
し
た
場
合
、�

町
の
訴
訟
リ
ス
ク
、
訴
訟
費

用
等
の
調
査
を
進
め
た
い
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
住
民
へ
の

丁
寧
な
説
明
を
す
る
よ
う
、

事
業
者
等
に
指
導
し
ま
す
。

　

今
、
担
当
と
し
て
は
、
日

高
市
の
裁
判
の
状
況
な
ど
を

静
観
し
て
い
る
の
で
、
日
程

的
な
点
は
決
め
て
い
ま
せ
ん
。

　

小
学
校
は
運
動
会
を
中
止

と
し
、
代
替
と
し
て
記
録
会

を
秋
に
行
う
予
定
。
中
学
校

は
、
６
月
の
学
総
大
会
も
中

止
に
な
り
、
体
育
的
行
事
が

な
い
こ
と
か
ら
、
ぎ
り
ぎ
り

ま
で
、
体
育
祭
実
施
の
最
終

的
な
判
断
を
待
つ
そ
う
で
す
。

　

保
健
師
に
よ
り
、
３
月
末

に
町
内
の
介
護
保
険
施
設
11

施
設
に
直
接
出
向
き
、
感
染

管
理
体
制
、
ま
た
、
利
用
者

の
健
康
管
理
、
平
常
時
の
対

策
、
介
護
・
看
護
ケ
ア
と
感

染
対
策
に
お
け
る
全
31
項
目

に
つ
い
て
、
各
施
設
の
現
況

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

再
開
に
当
た
り
、
サ
ロ
ン

会
場
で
は
３
密
の
状
態
に
な

ら
な
い
よ
う
に
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
や

入
室
時
の
手
指
洗
浄
や
健
康

安
心
し
て
集
ま
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に

調
査
事
項

調
査
事
項

　

両
地
区
の
集
落
セ
ン
タ
ー
が
完
成

総
務
産
業
委
員
会

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

⑴�

泉
井
・
上
熊
井
両
集
落

セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ

い
て

⑵�

太
陽
光
発
電
設
置
の
規

制
条
例
の
進
捗
に
つ
い

て

福
祉
文
教
委
員
会

　

各
種
事
業　

再
開
へ

⑴�

小
中
学
校
の
児
童
・
生

徒
の
体
力
、
学
力
の
現

況
と
課
題
に
つ
い
て

⑵�

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
高

齢
者
・
障
が
い
者
の
健

康
・
福
祉
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
室
内
換
気
の
た

め
に
空
気
清
浄
機
の
設
置
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

地
域
健
康
教
室
の
再
開
に

当
た
っ
て
は
、
健
康
づ
く
り

サ
ポ
ー
タ
ー
の
会
と
検
討
し
、

８
月
３
日
よ
り
新
た
な
形
で

再
開
す
る
と
と
も
に
、
７
月

上
旬
に
、
保
健
師
に
よ
る
電

話
や
訪
問
等
を
通
じ
て
、
個

別
の
相
談
に
応
じ
な
が
ら
、

再
開
等
に
関
す
る
情
報
提
供

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

上熊井集落センター

泉井集落センター
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一
部
事
務
組

合
議
会
報
告

町
の
事
業
を
他
の
市
町

と
共
同
し
て
行
っ
て
い

ま
す
。

令和元年度一部事務組合の決算状況
※万円以下は四捨五入

　

８
月
６
日
、
第
２
回
定
例

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
埼

玉
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

の
規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い

て
。
内
容
は
鴻
巣
行
田
北
本

環
境
資
源
組
合
を
彩
北
広
域

清
掃
組
合
に
改
め
る
こ
と
。

令
和
元
年
度
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定
の
２
議
案
で
、

２
議
案
と
も
慎
重
審
議
の
結

果
、
可
決
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
７
日
、
第
２
回
定
例

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
の
増
額
の
主
な
理
由

は
、
高
倉
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
設
備
修
繕
で
、
補
完

的
に
使
っ
て
い
た
１
号
炉
の

　

８
月
３
日
、
第
２
回
定
例

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
で
、
平
成
29
年
度
よ

り
進
め
て
き
た
斎
場
の
建
設

は
終
了
、
事
業
費
の
総
額
は

32
億
円
で
し
た
。

　

認
定
第
１
号
、
令
和
元
年

度
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て

は
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
斎
場
の
利
用
状
況

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　

平
成
30
年
度
１
８
８
７
件

の
う
ち
、
鳩
山
町
は
１
５
５

件
、
令
和
元
年
度
２
２
４
０

件
の
う
ち
、
鳩
山
町
は
１
７

９
件
で
し
た
。

　

ま
た
、
負
担
金
割
合
の
変

更
及
び
静
苑
組
合
議
会
議
員

定
数
と
配
分
に
つ
い
て
、
本

年
度
中
に
決
定
し
た
い
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

８
月
17
日
、
第
２
回
定
例

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
条

例
の
一
部
改
正
、
埼
玉
県
市

町
村
総
合
事
務
組
合
の
規
約

変
更
、
令
和
元
年
度
下
水
道

組
合
事
業
決
算
認
定
の
３
件

で
、
全
て
原
案
の
通
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
の
台
風
19
号
に
て
大

き
な
被
害
を
受
け
た
鳩
山
第

２
中
継
ポ
ン
プ
場
の
修
繕
に

つ
い
て
、
令
和
元
年
度
は
応

急
工
事
に
９
４
６
万
９
９
０

０
円
、
令
和
２
年
度
は
本
復

旧
工
事
に
６
８
７
５
万
の
合

計
７
８
２
１
万
９
９
０
０
円

の
工
事
費
用
で
復
旧
に
あ
た

り
ま
す
。

　

同
様
な
被
害
を
被
ら
な
い

た
め
に
、
防
水
パ
ネ
ル
の
設

置
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

緊
急
修
理
の
た
め
で
す
。

　
（
仮
称
）
鳩
山
新
ご
み
焼

却
施
設
建
設
工
事
に
か
か
る

建
設
請
負
変
更
契
約
の
締
結

は
、
工
事
予
定
地
内
に
あ
る

町
道
の
廃
道
手
続
き
が
完
了

し
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、

工
事
着
工
が
遅
れ
た
こ
と
に

よ
る
工
期
の
延
長
請
求
が
あ

り
ま
し
た
。

　

全
議
案
と
も
全
会
一
致
で

可
決
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

坂
戸
地
区
衛
生
組
合

埼
玉
西
部
環
境
保
全
組
合

　

７
月
22
日
に
臨
時
会
、
８

月
18
日
に
第
２
回
定
例
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

臨
時
会
に
提
出
さ
れ
た
議

案
は
、
条
例
改
正
２
件
、
規

約
変
更
１
件
、
財
産
の
取
得

５
件
で
、
い
ず
れ
も
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
鳩
山
町
長
の
副
管

理
者
就
任
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　

定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議

案
は
、
補
正
予
算
１
件
、
決

算
認
定
１
件
で
し
た
。

　

補
正
予
算
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防

対
策
に
よ
る
感
染
防
止
衣
、

毛
呂
山
・
越
生
・
鳩
山

公
共
下
水
道
組
合

広
域
静
苑
組
合

西
入
間
広
域
消
防
組
合

ゴ
ー
グ
ル
等
の
購
入
、
消
防

車
両
の
修
繕
に
よ
る
需
用
費

４
３
２
万
２
千
円
の
追
加
に

な
り
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
２
議
案
と
も

全
会
一
致
で
可
決
、
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

名称 歳入額 歳出額 町負担額 借入残高 基金残高

坂戸地区衛生組合 2億6,516万円 2億3,752万円 2,524万円 4,500万円 3,001万円

埼玉西部環境保全組合 31億8,725万円 31億1,106万円 １億9,859万円 18億8,620万円 18億8,660万円

西入間広域消防組合 13億7,258万円 13億5,066万円 2億8,154万円 ６億6,186万円 4,056万円

毛呂山・越生・鳩山
公共下水道組合

収益的収入（税抜）
16億3,281万円

資本的収入
4億1,140万円

収益的支出（税抜）
15億4,573万円

資本的支出
7億5,156万円

1億3,149万円 52億79万円 0

広域静苑組合 7億5,820万円 7億4,754万円 782万円 14億9,808万円 779万円

合計 6億4,468万円 92億9,193万円 19億6,496万円

※�毛呂山・越生・鳩山公共下水道組合は、令和元年度から地方公営企業法を一部適用しているため、歳入・歳出の
表記が異なります。
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議
会
だ
よ
り
150
号
発
刊
の

運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
ま
で
編
集
に
取
り
組

ん
で
こ
ら
れ
た
、
先
輩
議
員

の
皆
様
の
努
力
に
敬
意
を
表

し
ま
す
。
編
集
に
は
苦
労
が

多
く
、
意
見
も
多
様
な
た
め

時
間
が
か
か
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
手
に
取
っ

て
読
ん
で
い
た
だ
き
、
議
会

の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
い
う

気
持
ち
で
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

町
を
歩
い
て
、
町
民
の
皆

さ
ん
か
ら
「
議
会
だ
よ
り
、

読
ん
だ
よ
」
な
ん
て
声
を
か

け
て
い
た
だ
い
た
り
、
ご
意

見
を
伺
え
れ
ば
、
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。

（
関
根
）

　

第
150
号
編
集
委
員

委
員
長　

大　

賀　

広　

史

委　

員　

根　

岸　

富
一
郎

委　

員　

野　

田　

小
百
合

委　

員　

小　

川　

唯　

一

委　

員　

日　

坂　

和　

久

委　

員　

石　

井　
　
　

徹

委　

員　

関　

根　

清　

隆

編
集
後
記

表
紙
の
写
真

　

議
会
だ
よ
り
が
今
回
で

記
念
す
べ
き
第
１
５
０
号

と
な
り
ま
し
た
。
毎
回
議

員
が
手
作
り
し
て
い
ま
す
。

　

表
紙
の
写
真
も
議
員
が

町
内
を
歩
き
撮
影
し
て
い

ま
す
。
過
去
の
表
紙
を
何

点
か
な
ら
べ
て
み
ま
し
た
。

QRコードを読み込むと、
議会のホームページが
表示されます

●�

請
願
・
陳
情
は
11
月
20
日
17
時
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

●�

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
音
声
配
信
を
し
て

い
ま
す
。

　

�

音
声
配
信
速
報
版
は
翌
日（
休
日
を
除
く
）か

ら
配
信
さ
れ
ま
す
。

次
回
12
月
定
例
会
は
12
月
１
日(

火)
か
ら
開
催
予
定
で
す

●�

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、

お
二
人
に
町
の
特
産
品
を

差
し
上
げ
ま
す
。

●�

ク
イ
ズ
の
正
解
と
当
選
者

の
発
表
は
、
次
号
の
議
会

だ
よ
り
に
掲
載
し
ま
す
。

149
号
の
当
選
者
お
二
人

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

○
松
ケ
丘�

細
野
美
智
代�

様

○
大
豆
戸�

藍　
　

順
子�

様

★
前
号
の
答
え

①
イ　

②
ロ　

③
ロ

(

応
募
方
法)

　

は
が
き
に
「
答
え
・
住
所
・

氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・

電
話
番
号
」
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

　

議
会
に
対
し
て
の
ご
意

見
・
ご
感
想
な
ど
も
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

(
あ
て
先)

〒
350-
0392

　

鳩
山
町
大
豆
戸
184-

16

　

議
会
事
務
局�

ク
イ
ズ
係

(

締
切)�

11
月
20
日
㈮

�

（
当
日
消
印
ま
で
有
効
）

　

ぜ
ひ
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ

さ
い
。お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

議
会
ク
イ
ズ

ご
意
見
・
ご
感
想
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た















問
題
１

議
会
だ
よ
り
第
１
号
が
発
刊
さ
れ
た
の
は
い
つ

　

イ 

Ｓ
47　
　
　

ロ 

Ｓ
57　
　
　

ハ 

Ｈ
７

問
題
２

令
和
元
年
度
一
般
会
計
歳
出
決
算
額
は
い
く
ら
で
し
ょ
う

　

イ 

35
億
円　
　

ロ 

45
億
円　
　

ハ 

54
億
円

問
題
３

水
道
基
本
料
金
の
減
免
期
間
は　

※
ヒ
ン
ト　

７
ペ
ー
ジ

　

イ 

３
か
月　
　

ロ 

６
か
月　
　

ハ 

12
か
月

〈
傍
聴
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
〉

●�

企
業
誘
致
は
、
税
収
増
の

た
め
に
も
最
大
の
課
題
だ

と
思
い
ま
す
。
積
極
的
に

行
動
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。指
摘
だ
け
で
な
く
、

結
果
を
残
し
て
ほ
し
い
で

す
。
検
討
す
る
に
は
、
い

つ
ま
で
か
期
間
を
設
け
て

欲
し
い
。

●�

い
ろ
い
ろ
な
質
問
に
真
剣

に
答
え
て
い
た
点
、
感
心

し
た
。

　
�

今
後
も
活
発
な
議
会
運
営

を
期
待
し
ま
す
。「
質
問

時
間
」が
少
な
す
ぎ
ま
す
。

も
う
少
し
時
間
を
多
く
し

て
充
実
し
た
議
会
に
し
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

●�

住
民
の
「
想
い
は
ど
の
よ

う
に
町
に
反
映
さ
れ
て
い

る
か
」
と
い
う
こ
と
を
よ

く
考
え
ま
す
。
一
方
的
な

説
明
を
聞
く
だ
け
で
は
、

な
か
な
か
理
解
す
る
こ
と

は
む
ず
か
し
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　

�

住
民
と
役
場
の
人
た
ち
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
ど
う
と
る
か
と
い
う

テ
ー
マ
で
も
あ
り
ま
す
。

〈
は
が
き
よ
り
〉

●�

８
月
２
日
付
の
新
聞
に
九

州
豪
雨
救
援
募
金
に
鳩
山

中
学
校
よ
り
、
６
万
４
８�

３
０
円
も
の
募
金
が
あ
っ

た
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
大
変

な
中
、
取
り
組
み
し
て
く

だ
さ
っ
た
先
生
方
、
そ
れ

に
子
ど
も
達
に
頭
が
下
が

り
ま
す
。
す
ば
ら
し
い
で

す
ね
。

☆�

い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、

担
当
課
へ
お
伝
え
い
た
し

ま
す
。

☆�

議
員
は
、
住
民
の
皆
様
及

び
町
職
員
と
と
も
に
、
よ

り
良
い
ま
ち
づ
く
り
と
問

題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

９
月
議
会
傍
聴
者
数　

16
人


